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ここで，wi は i 番目の項目に付されるウエイト（wi1 の場合は，通常の意
味での加重値である），si は i 番目の項目が開示されている場合に１，開示さ























































































が明らかにされた。この研究の他にも，Frazier, Ingram and Tennyson（1984），
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